
６）道路橋毎の健全性の診断

　道路橋毎の健全性の診断は、下記の表により行う。
表－判定区分

【補足】

　なお、「道路橋毎の健全性の診断」の単位は以下によるものとする。

①　道路橋種別毎に１橋単位とする。

②

③

④

　道路橋の機能に支障が生じる可能
性があり、早期に措置を講ずべき状
態。

　早期に監視や対策を行う必要
がある状態

　道路橋毎の健全性の診断は、部材単位で補修や補強の必要性等を評価する点検とは別
に、道路橋毎で総合的な評価を付けるものであり、道路橋の管理者が保有する道路橋全
体の状況を把握するなどの目的で行うものである。
　部材単位の健全度が道路橋全体の健全度に及ぼす影響は、構造特性や架橋環境条件、
当該道路橋の重要度等によっても異なるため、道路橋毎で総合的に判断することが必要
である。一般的には、構造物の性能に影響を及ぼす主要な部材に着目して、最も厳しい
健全性の診断結果で代表させることができる。

　道路橋が１箇所において上下線分離している場合は、分離している道路橋毎に１
橋として取り扱う。

　行政境界に架設されている場合で、当該道路橋の管理者が単独の場合は当該道路
橋の管理者が診断を行う。

　行政境界に架設されている場合で、当該道路橋の管理者が行政境界でおのおの異
なる場合は、点検実施如何に拘わらず橋長の長い方の管理者が診断を行う。（高架
橋も同じ）

　道路橋の機能に支障が生じてい
る、又は生じる可能性が著しく高
く、緊急に措置を講ずべき状態。

　緊急に対策を行う必要がある
状態

区　　　分

Ⅳ緊急措置段階

Ⅲ早期措置段階

Ⅱ予防保全段階
　道路橋の機能に支障が生じていな
いが、予防保全の観点から措置を講
ずることが望ましい状態。

　状況に応じて、監視や対策を
行うことが望ましい状態

　監視や対策を行う必要のない
状態

状　　　　　態 考　　え　　方

Ⅰ健全
　道路橋の機能に支障が生じていな
い状態。
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